
前回は、戸建て住宅やアパート等小型集合物件への
供給形態として一般的な「容器配送」業務の紹介をし
ましたが、今回は、マンション等大型集合物件や飲食
店等業務用物件へ行われている「バルク配送」業務の
紹介です。

大型集合物件や業務用物件は、LPガスの使用量が大
きい為に容器配送の場合は設置本数が多くなり、広い
スペースが必要となる、交換本数が多くなり配送員の
作業量が大変になるといったデメリットが発生します。
そこで、大きな「容器」である『バルク貯槽』を設

置・固定し、さらに大きな容器を積載した『バルク車
両』で供給する方法が開発されました。
※バルク＝bulk：「一括する」「まとめる」といった意味。

『バルク貯槽』 には、主に「980㎏」「498㎏」
「298㎏」といったものがあります。
当社の『バルク車両』 は、LPガスを最大2,500㎏

積める容器を積載してます。『バルク車両』からホースを『バルク貯槽』に接続し、車載ポンプを使って『バルク
貯槽』へLPガスを供給します。ある意味『移動する小さな充填所』です。

当社では、廿日市市を中心とする広島県西部地区の約680地点へ５台のバルク車を、福山市を中心とする広島県
東部地区の約880地点へ6台のバルク車を使用して、LPガスの「バルク配送」を行っています。

目立たない業務ではありますが、お客様が「安全に」「安心して」LPガスを使用できるように、地道にコツコツ
と行う業務です。

『目立たない業務』で、『日常の幸せ』を提供しています。
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ＬＰガスの「バルク配送業務」で、地道にお役に立ちます！
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